
●IBM i 監査ジャーナルデータ保管・表示ソリューション

難解な監査ジャーナルのデータ照会や印刷が容易になり、システム
資源に対するアクセス状況等のシステム監査データを可視化します。

① 監査ジャーナルをユーザー別に
照会することが可能。

② 画面上部のセレクト条件の入力で
表示の絞込みが可能。

③ ジャーナルのコード及び項目タイプ
の説明が画面に表示されているため、
どのユーザーが何の操作を行ったか
がすぐに分かる。

AJB122R01                                                             オブジェクト別ジャーナル一覧表 発生順 10/07/05 15:08:12 PAGE:   1
日付範囲: 10/07/01 00:00:00 - 10/07/05 23:59:59 項目タイプ: 
ライブラリー: YOSHILIB        
日付 時刻 オブジェクト・タイプ・属性 現行ユーザー 項目タイプ／説明 サブタイプ／説明 ジョブ／ユーザー／番号 プログラム
10/07/03 16:03:08 AAASAV     *FILE                                  YOUSR       CA 権限変更 A 権限の変更 QPADEV000K/YOUSR     /246184  QSYS      /QCMD 
10/07/03 16:03:08 AAASAV     *FILE    SAVF                          YOUSR       CO オブジェクト作成 N 新しいオブジェクトの作 QPADEV000K/YOUSR     /246184  QSYS      /QCMD 
10/07/03 16:06:42 AAASAV     *FILE    SAVF                          YOUSR       DO オブジェクト削除 A オブジェクトがコミット QPADEV000K/YOUSR     /246184  QSYS      /QCMD 
10/07/03 13:39:01 AJUSRLIST  *FILE    PF-DTA    ユーザー一覧 YOSHI       CO オブジェクト作成 N 新しいオブジェクトの作 YOSHIJOBD /YOSHI     /246160  QSYS      /QCMD 
10/07/03 20:22:00 QADTA      *FILE    PF-DTA                        YOSHI       CO オブジェクト作成 N 新しいオブジェクトの作 QPADEV000J/YOSHI     /246157  QSYS      /QCMD 
10/07/03 20:21:46 QASRC      *FILE    PF-SRC                        YOSHI       CO オブジェクト作成 N 新しいオブジェクトの作 QPADEV000J/YOSHI     /246157  QSYS      /QCMD 
10/07/03 18:12:48 QCLLESRC   *FILE              QCLSRC              YOSHI       ZR アクセスされたオブジェ R オブジェクトの読み取り QPADEV000H/YOSHI     /246172  QEVX      /EVXF015 
10/07/01 10:43:58 QDDSSRC    *FILE                                  YOSHI       ZR アクセスされたオブジェ R オブジェクトの読み取り QPADEV000F/YOSHI     /245564  QSYS      /QCMD 
10/07/01 11:37:07 QRPGLESRC  *FILE              QRPGLESRC           YOSHI       ZR アクセスされたオブジェ R オブジェクトの読み取り QPADEV000B/YOSHI     /245547  QSYS      /QCMD 
10/07/01 11:37:33 QRPGLESRC  *FILE              QRPGLESRC           YOSHI       ZR アクセスされたオブジェ R オブジェクトの読み取り QPADEV000B/YOSHI     /245547  QSYS      /QCMD 

AJC112R01                                                                       ユーザー別ジャーナル一覧表 発生順 10/07/05 15:10:58 PAGE    1
日付範囲: 10/07/01 00:00:00 - 10/07/01 23:59:59項目タイプ:             
現行ユーザー: QUSER        
日付 時刻 項目タイプ／説明 サブタイプ／説明 グループ ジョブ／ユーザー／番号 ライブラリー／オブジェクト／タイプ プログラム
10/07/01 09:19:31 JS ジョブ処置 M プロファイルまたはグループ・ QSECOFR    QZSOSIGN  /QUSER     /241958           /                          QSYS      /QZSOSIGN 
10/07/01 09:19:31 ZC アクセスされたオブジェクト（ C オブジェクトの変更 *NONE      QZSOSIGN  /QUSER     /241958 QSYS      /YOSHI      *USRPRF        QSYS      /QZSOSIGN 
10/07/01 09:19:39 JS ジョブ処置 S 開始 QSECOFR    QPADEV000B/YOSHI     /245547           /                          QSYS      /QWTPIIPP 
10/07/01 09:58:16 JS ジョブ処置 S 開始 QSECOFR    QPADEV000F/YOSHI     /245558           /                          QSYS      /QWTPIIPP 
10/07/01 09:58:23 JS ジョブ処置 S 開始 QSECOFR    QPADEV000H/YOSHI     /245559           /                          QSYS      /QWTPIIPP 
10/07/01 10:13:01 JS ジョブ処置 M プロファイルまたはグループ・ QSECOFR    QPADEV000F/YOSHI     /245558           /                          QSYS      /QCMD 
10/07/01 10:13:03 JS ジョブ処置 S 開始 QSECOFR    QPADEV000F/YOSHI     /245564           /                          QSYS      /QWTPIIPP 
10/07/01 10:16:22 JS ジョブ処置 M プロファイルまたはグループ・ QSECOFR    QPADEV000F/YOSHI     /245564           /                          QSYS      /QCMD

【ユーザー別、オブジェクト別に監査項目を表示】
・オブジェクト別機密保護監査値の、

照会／設定／帳票出力／CSV出力
・ユーザー別機密保護監査値の、

照会／設定／帳票出力／CSV出力
・システムの機密保護監査値の照会

監査ジャーナルの見やすい表示と印刷機能

監査項目取得用のジャーナル値の設定機能

● 機能一覧 ●

監査項目を見易く表示

OS監査機能をレポートするため、高い信頼性を確保OS監査機能をレポートするため、高い信頼性を確保

レポート出力機能で、監査報告を一括出力レポート出力機能で、監査報告を一括出力
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Toolbox シリーズ製品

製品概要

➢『Toolbox 監査ジャーナル』とは？

Toolbox 監査ジャーナルは、OSの監査ジャーナル(QAUDJRN)から必要な情報を抽出し、システムへの
アクセス状況を見易く表示します。
監査ジャーナルで必要な情報を取得する為のi5/OSの監査値設定も専用画面を用意していますので容易
に設定できます。

➢具体的な使い方は？
不正アクセスのログを取得して画面表示やレポート出力が可能です。
ユーザーのサインオン／サインオフの履歴や、特定のオブジェクトへのアクセス履歴を取得して見ることが
可能です。
レポート出力機能では、内部統制の監査報告資料として利用可能です。
監査ジャーナルから情報を抽出して物理ファイルに取り込んでいるので監査情報をファイル単位で保管／
復元できます。

・サーバ環境

IBM i 7.1 以降

稼動環境

IBMｉに、もっと便利を

IBM i の可能性が広がっていきます！
スタンダードな Toolbox for IBM i に、さらに便利な機能をシリーズ化！

Toolbox JXクライアント IBM i上からJX手順クライアントの通信が可能

Toolbox 全銀TLS+ IBM i上で稼働し、全銀協標準通信プロトコル（全銀TCP/IP手順・広域IP網）の通信が可能

Toolbox for JP1 IBM iとオープンシステムとのジョブ連携が可能

Toolbox for UST Power SystemsのV.24回線を使用することなく、JCA、全銀ベーシック手順が可能

Toolbox EDIサービス SaaS型マルチプロトコルEDIサービス、「流通BMS®」のフォーマット変換も可能

Toolbox OPENコマンド ILERPG、ILECOBOLからeMail、PDFを作成可能 Excelファイルの読書きも可能

Toolbox 監査ジャーナル システムへのアクセスを管理、システム監査対応に最適

Toolbox 通信ログビューア 全銀、JCA通信ログをWindows画面でビジュアルに表示

Toolbox リソース管理 Disk、CPU、メモリーの利用状況を日次、月次で管理 管理レポートも出力可能


